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出土「舞羽」について
? ?
幸 洋
ー取り上げる紡績具
各地から出土している紡績関係の民具には下記のものがある。
(1)オヒキカネ（苧引金）， (2)カセ（枠）， (3)イトワク（糸枠）， (4)タタリ（多多利）， (5)マイバ
（舞羽，舞場）， (6)ツム（紡錘）
これらをすべてとりあげることはできないので，「マイバ（舞羽，舞場）」のみに限定し，民
具と関係ずけながら取り上げることにしたい。
二舞羽の定義
マイバとは，紡績したのち紹にするが，この紹にすることは(1)所定羅を準備するため， (2)漂
白・染色のため， (3)績んだ糸は湿気を含んでいるために乾燥させる， (4)撚が掛けられているの
で，それを落ち付かせるため， (5)検尺器として使用するために， (6)整経するために，分割して
糸枠に巻く， (7)緯糸に巻いて置くため，などの理由で紹とし，それぞれの加工を施したのち，
この舞羽に掛け糸枠に巻き取るものである。そのために十字状に棒を組み合わせて固定し，そ
の端には，これが外れないように外側に向かい斜めになった竹棒を差しておく。この竹棒は，
3箇所に穴が明けられるのが普通であるが，この数字には意味があり，紹の大きさに従って，
大中小の 3箇所の穴を明け，のちに 2箇所の穴を追加したものもある。
これには紹を掛ける際に， 水平に掛けるものと， 垂直に掛けるものとがあり， ここでも，
「水平型」と「垂直型」とに用具が分けられるが，特に水乎型について述べることにしたい。
1) 
現在のところ出土するものは「水乎型」のみである。
『越能山津登』には「紹棒は，紹より脱したる糸を，そのままにかける棒であるので，この
ようにいう。長5尺 (150センチ）ほどばかりの棒2本を互い違いにし， 4隅には竹をさして
糸をかける。是を（かごめぽう）という。窟曲棒の意である。輪になりたる糸を 4手にかがめ
るわけである。また械棒をまひ棒ともいい，台を廻すことからきている。回るものなれば回棒
ともいう」 （意訳）としている。
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また越後縮については「越後縮の紡織技術」があり， 「カセ（械）とはH字型の枠のことで
あるが， ツムでよりをかけた糸を，これに掛けて一反分の分量をきめる。クテ糸の太さによっ
ても差がでるが，普通は12ヨミ（算）から15ヨミである。力七で6回転を 6ヒ゜ ネというが， こ
れで「1手」， 「10手」で1ヨミということになる」としている。 12ヨミは (12X 150 = 1800セ
ンチ）， 15ヨミは (15X 150=2250センチ）となる。ここでは，「械」（カセ）と「回棒」と「械
棒」が描かれているが『越能山都登』でも大型のものを描いており，紹をかける竹棒は外へそ
り返っている。
また甑島の葛布紡績習俗では，大型の十字に作った「メエドウグ（回り道具）」にかけるが，
竹の棒は外の方に反っている。これにカセ（葛糸）を掛け，右にチイシ（台）にとりつけたワ
クを置き，左にメニドウグを置く。そして大型の枠に繰りとるわけである。
『和漢三才図絵』では， 「そのつくりは，麻苧蝠車と大へん似ているが，ただ竹でつくって
あり，方円が等しくないだけである。まず紡ぎおわった綿維を稀糊の盆の中を何度かとおし，
梢乾いたあと綿維の頭棲を撥車に掛けて綿紙をつくりあげる， と。思うに，いま用いている木
綿蝠車は鑢をもって棲を箋に絡めるものである。その車は十字のようで端に穴を穿ち湾竹四柱
をこれに挿し，櫨を乱れないようにする。その竹を止宇土（とうど）という」としている〔図
版第3-5〕。
舞羽の出土は現在のところ古墳時代に限られている。これが「麻」， あるいは「絹」につか
われたかについては，これだけの用具からは明らかでない。民具のうち，麻類（フジ・シナ・
カジなどの樹皮・草皮繊維などを纏めてよぶことにする）に使われたものは大型で， また絹
（のちには，紬をも含む）に使われるものは，小型のものが多かったものとみられる。これは
民具においても同じことであり， 越後縮（小千谷縮）， 阿波太布では，大型の舞羽（ナカテと
よぶ）がみられ，調査したものでは，いずれも小型の舞羽であったことからも〔図版第4〕推
測ができる。
三名称と検出
水平型としてあげられるものには，つぎのものがあり，この他には垂直型（撥車・紹車・鑢
車）とするものがあるが，ここでは省略しておくことにする。また水平型としては「多多利」
があげられるが，これらは絹に対しての用途をもったものであり，別に論じることが必要であ
るので，ここでは省略することとしたい。
十世紀の用語では「反転」ではあるが， 一般的には舞羽（場）のほうがより適切であるの
2) 
で，ここでは舞羽としておくが，その他，いろいろな用語が使われる。
出土「舞羽」について
(1)反転（くるへき） （『倭名類緊抄』）
(2)舞羽〔舞場〕 （まいぽ，まひば） （『蚕飼絹飾大成』『女用訓蒙図彙』）
(3)撥車（かせくるま，はっしゃ） （『機織彙編』『和漢三才図絵』）
(4)械棒（かごめぽう，か入めぼう，かがめぽう，まひぽう） （『越能山津登』）
(5)蝠車（まいのは，まひば） （『倭漢三オ図絵』『訓蒙図彙』『機織彙編』）
(6)撥柑（はっぷ） （『倭漢三才図絵』『訓蒙図彙』）
(7)車柑（しゃふ） （『倭漠三才図絵』）
(8)なかて（『民俗選集』）
(9)かせぽう（『越能山都登』）．
(lo)まわしぼう（『越能山都登』）
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などが文献にみられる名称である。この他にも多くの地方名称があげられ「カセトリ・カセカ
ヶ」などがあげられることになる。
これらを出土遺品のなかから検出するには，つぎの事項を出土品，あるいは民具の着眼点と
することにしたい。 (1)まず穴の明いていることに注目すべきである。この穴の多くは3箇所が
明いている。そして後に枠の大きさが竹棒と合致せず，穴を3箇所の前後に， 2箇所を追加し
ているものがある。
(2)この穴の大部分は，常に斜め方向に明けられており，紹の外れるのを防いでいる。ただこ
の穴が斜行していない場合もあるが，紹の外れることを考慮に入れていない。竹棒は紹の外れ
ないように，湾曲しているものもあるが，出土品は竹棒を欠損している。
(3)棒の先端が尖っているのが普通であるが，これが装飾的な目的であったのか，単に先端を
加工したかについては明らかではない。
(4)棒の中心部の穴には回転軸を通すために，直径2センチくらいの穴が明けられていて，心
棒が通ることが予定されている。この心棒，あるいは受け台の出土は現在のところでは見つか
ってはいない。
(5)棒の中央には十字に交叉する部分にコの字型の切れ込みがあり，十字状に上下が重なるこ
とを予定している。この作り方は民俗資料と同じである。
これらの条件は，出土が断片であっても，すべての部品を備えていることが舞羽を決定する
ために必要である。
四 出土品にみる舞羽
この出土品では水乎形がすべてであるが，枠木を十字に組んだもので，それに竹，つまり湾
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竹（そったたけ） 4柱を挿し，これを使うときには糸の処理が終わったならば，舞羽に掛け糸
を小口から引きだして小枠に巻き取るものである。あるいは絹については，柔軟な繊維である
ために， 「タクリ」に仕掛けたのかも知れないのであるが，これらの出土は現在のところで
3) 
は，見ることができない。
〔第1形式〕大型の舞羽であり，中央からのカセの直径が， 50~60センチ程の長さをもつもの
で，麻類を取り扱ったのであろう。これを〔第1形式〕と呼ぶことにする。
(1)播磨・長越遺跡〔完形品〕 この資料は完全なもので，両端には竹の棒を差す穴が3カ所
明いていて，斜め方向に穴が空けられているが，現在ではその穴に立てられる竹の部分を欠損
している。これを十字に組んでその周りに「紹」を掛けるが， 4本柱に巻く糸の数字が最小限
度であり，その限度を越え，比較的ゆるやかに掛けて置く紹であったことがわかる。この最小
限度の数字は「枠」の巻き取る限度と同じであり，その限度以上のものがないと，この紹は掛
けることができない。すると限度の枠は144.0センチ（斜行35度の竹棒をはずしても， 160セン
チとなる）以上なければ舞羽に掛けることができない。すると枠の一回りの長さ（つまり， 70
センチであれば，その 2倍）では，到底，枠の限界であり，紹とすることはできない〔図版第
5-1〕。
(2)大阪・今池，古池遺跡(1)〔半形品のみ〕
(3)大阪・今池，古池遺跡(2)〔半形品のみ〕 この 2つは全長の半分を欠いているのであるが，
その用法は上記のものと同じである，この舞羽では4分の 1しかないが，これに枠を仕掛ける
とするならば，それぞれ292.0, または208.0センチ以上の紹しか掛けることができない。この
形式は前者の形式とは異なるものである〔図版第5-2,3〕。
(4)・(5)千葉・菅生遺跡〔半形品のみ〕 前者と同様，斜行する 3カ所の孔をもって舞羽と判
断したが， 「上端から11.4センチ下りに斜行する一孔があり，これより 5センチ下りに一孔，
さらに3.8センチ下りに一孔があり，孔はいずれも両側から35度の傾斜をもって穿孔されてい
る」としているが，この数値は中央からの数値として測り直すことが必要であろう。なおもう
一例が出土しているが， 59,60の断片であるためか，あるいはこの資料と接合することになる
ようであるが，図面では，その接合は不可能である〔図版第5-4,5〕。
ただ太田英蔵が『海の正倉院 沖の島』に掲げている「反転」の資料は，一部の破片が出土
4) 
するのみで，民具資料としては現存しないのではないだろうか。
〔第2形式〕小型の舞羽であり，中央からのカセの直径が20~30センチほどの長さをもっ，比
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較的短かいもので，これを〔第2形式〕と呼ぶことにする。
(6)奈良•平城宮跡〔半形品のみ〕 番号7111は， 8世紀中葉のもので，中心の孔の部分で少
し円くなっている。そして 3箇所の孔は，斜行していないが，これは図の書き方で省略したも
のであろう。一部の孔は直立している。その他の二つの孔を，余分に小さく加えているのは，
それに適当でなかったためか，あるいは追加か，再利用とみられる〔図版第5-6〕。
(7)京都・古殿遺跡〔半形品のみ〕 番号1012は解説を欠いているが， 12~3枇紀の遺跡とみ
られ，中央の孔からは， 2つの孔が空いている。 2つ目の孔で折れ曲がっているが，この部分
が弱いために折れたものとみられ もとは3箇所の穴が明けられていたものとみられる〔図版
第5-7〕。
(8)大阪・大蔵司遣跡〔半形品のみ〕 番号6810は， 8世紀の遺跡で，先端部が尖り，中央の
芯の部分を欠いている。しかし条件である 2つの孔が斜行していることが，舞羽であるとする
一つの条件となる〔図版第5-8〕。
五考 察
(1) 〔第1形式〕つまり大型のものは， 「麻類」などの剛直な繊維の処理に使われたものとみ
られる。その紹は大型のものでないと，認が安定しないで収縮すること，撚がもどるために，
あとで石をぶら下げて安定をはかることである。
(2) 〔第2形式〕つまり小型のものは「絹」 「紬」などの動物繊維につかわれたものとみられ
る。その理由は紹が安定しており柔軟性をもつ繊維であるからである。
(3)紹は，加工の違いにより長さには不同ができ，すべての紹を同じ大きさとみることはでき
ない。それに予想した規定の長さからも長短ができ，そのために穴を 2箇所追加している。
(4)したがって，この大きさのものは，時系列的には第1形式から第2形式へと変化し，その
まま共用されたものであろう。そのため第1形式のものは， 自然に消滅したものとみている。
5) 
(5)したがって布目順郎が，資料としてつかっていた「静岡・白岩遺跡」から出土の枠だけで
はなく，数多くの出土が見出され，枠の大きさもまちまちであり，これを一つの資料として，
6) 
単独では論じることはできない。それに紹の大きさも，この資料によると一律ではなく不同が
7) 
あり，到底規格とおりの尺度を導くことはできない。これについては，多くの文献があって
論じられているが，詳細に調査した上での論でなければならない。
註
1)民俗資料については，下記の文献によった。
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角山幸洋「民具による紡織技術」 『丹後の紡織』 1 京都府教育委員会昭和60年3月31日
図版第13 カセカケ 〔調査番号〕 84-14 
角山幸洋「丹後の絹」 『丹後の紡織』 1 京都府教育委員会昭和61年3月31日
図版第2 マイバ 〔調査番号〕 13-1 
『重要有形民俗文化財指定申請書佐渡の海府，およびその周辺の紡織用具とその製品』新潟県佐渡郡
相川町 1976 
「越後縮の紡織習俗」 『民俗資料選集』 3 文化庁文化財保護部編 紡織習俗I 新潟県・徳島県
昭和50年5月15日
「写真」糸くり
「阿波のクフ紡織習俗ー那賀郡木頭村一」 『民俗資料選集』 3 文化庁文化財保護部編 紡績習俗 I
新潟県・徳島県国土地理協会昭和50年5月15日
「写真」カセをナカテに掛けて棒にとる。
「ナカテという乎面のかせかけにうつし，整経用の枠にとる。このとき枠の代用としてキガワ（木
皮）というけやきの樹皮で枠のたけに相当する円筒を作り，これに巻き取る場合もある」 178ペー ジ。
「穀島の葛布紡織習俗」 『民俗資料選集』 10 文化庁文化財保護部編 紡績習俗1 島根県・鹿児島
県国土地理協会昭和56年5月20日
「写真」カセからワクに巻き取る。
「カセをメニドウグ（回り道具）にかけて， ワクにうつし枠掛けを行った。このとき仕事をする人
は坐って，右にチイシ（台）にとりつけたワクを置き，左にメエドウグを置く。まず力七の糸口を枠
に結びつけ，左手でメニドウグの糸を誘導しながら，右手は枠の四本の柱のうちの一本を把手として
持ち右回しにしながら，かせの糸をワクに巻きうつす」 66ペー ジ。
小川原湖民俗博物館編『小川原湖民俗博物館と祭魚洞公園』小川原湖民俗博物館平成元年7月28日
「写真」カセ取り（高さ26センチ）整経用具のさまざま
〔註〕穴が3カ所にわたって空いている。比較的小型のものである。
『徳山村の山村生産用具』一実測図編一徳山村教育委員会昭和63年3月31日
図248 オオカセ イトマキに移しかえるときにつかう。重量900グラム それぞれの穴が， 2カ所
空いている。
2)舞羽の文献は下記のものから抽出した。
王禎『農書』 〔皇慶2(1313)年〕
徐光啓『農政全書』 〔崇禎12(1639)年〕
大関増業『機織彙編』 〔文政13(1830)年〕
成田重兵衛『蚕飼絹飾大成』 〔文化10年序〕
中村楊斎『訓蒙図彙』 〔寛文6(1666)年〕
『女用訓蒙図彙』 〔貞享4(1687)年〕
寺島良安『和漠三才図絵』 〔正徳3(1713)年〕巻36 女工具
西脇新次郎『小千谷縮布考』西脇新次郎発行 昭和7年5月8日
平千秋・亀井協従『越能山都登』 〔寛政12(1800)年〕山内軍平発行 昭和48年8月10日
3)ここでは，下記の文献から出土資料分を集成した。
『播磨・長越遺跡』兵庫県文化財調査報告書第12冊兵庫県教育委員会社教・文化財課編 兵庫県教
育委員会昭和53年3月31日
図164 建築•土木部材，用途不明品実測図(1)。
大場磐雄・乙益重隆『上総・菅生遺跡』中央公論美術出版 昭和55年3月25日
出土「舞羽」について
第41図 第一次調査出土の木器・木製品11
第34図 第一次調査出土の木器・木製品59・60
奈良国立文化財研究所編『木器集成図録』奈良国立文化財研究所 昭和60年3月30日
図版第71 用途不明品7111 奈良•平城宮跡
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「細板の一片を幅広くのこし，そこから他端にかけて両側から細める。幅広の箸では一面の木口か
ら切欠きをいれ，円孔をあける。板のほぽ下半部に小円孔五個を縦にならべる。糸巻の横木を二次的
に加工したものである」としている。
奈良国立文化財研究所編『木器集成図録』奈良国立文化財研究所 昭和60年3月30日
図版第10 紡織具糸巻1021 京都・古殿
平良泰久・奥村清一「古殿遺跡発掘調査概要」 『京都府概報1978』1979年3月31日
「枝部の端にて 2個小孔をあけるが，用途にかかわるものか否か不明。紡織具で用途を決めるなら
ば，糸車のツム（錘）の横木にあてることができよう」としている。
奈良国立文化財研究所編『木器集成図録』奈良国立文化財研究所 昭和60年3月30日
図版第68 部材6810 大阪・大蔵司
森田克行『大蔵司遺跡発掘調査報告』大阪府教育委員会 1981年
「釘孔のある細板。一端を剣先状にとがらし，縦方向に釘孔2孔を斜めにあける」としている。
『京都府遺跡調査報告』第9冊京都府教育委員会昭和63年3月25日
図版第35 第2次調査木製品実測図(7) 紡織具（枠038)
図版第102 第2次調査出土遺物木製品(8)
『埋蔵文化財発掘調査概要』京都府教育委員会昭和35年
4)太田英蔵「沖ノ島出土の紡織具」 『海の正倉院沖ノ島』毎日新聞社昭和47年11月2日
5)角山幸洋「出土枠について」 『古代学研究』第82号 古代学研究会 1977年2月10日
角山幸洋「出土枠について」『青陵』第73号奈良県立橿原考古学研究所平成2年2月29日
6)下記の文献について枠を取り上げている。
榊原松司•石川和明「静岡県白岩遺跡の出土枠」 『考古学雑誌』第61巻第2号 日本考古学会昭和
50年12月10日 59~63ペー ジ。
7)布目順郎「銅鐸面の『エ字形器具をもった人物』画像について」 『考古学雑誌』第36巻第2号 日本
考古学会昭和25年7月15日 21~31ペー ジ。
布目順郎「枠とその類品ー用法と伝播について一」 『日本蚕糸雑誌』第23巻第5号 1954年 日本蚕
糸学会
布目順郎「静岡菊川町白岩遺跡出土の枠についての一考察」 『考古学雑誌』第62巻第1号 日本考古
学会昭和51年6月30日 41~44ペー ジ。
布目順郎『絹の東進』小学館 1988年5月10日
1. 銅鐸面の「エ字形器具をもつ人物像」についての諸説 244~257ペー ジ。
2. 弥生後期にも物指が使われた 258~265ペー ジ。
永井義螢「銅鐸に描かれた枠図」『古代文化』第21巻第8号古代学協会昭和44年9月30日 204~ 
207ペー ジ。
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〔表〕 1. 算出される枠の大きさ
Nu 出土遺跡 1 2 I 3 4 5 I 備 考
1 播磨•長越遺跡 144.0 200.0 272.0 282.0 344.0 第1形式
2 大阪・今池，古池(1) 208.0 240.0 276.0 292.0 第1形式
3 大阪・今池，古池(2) 292.0 332.0 第1形式
4 千葉・菅生遺跡(1) 288.0 316.0 352.0 第1形式
5 千葉・菅生遣跡(2) 測定不能
6 奈良・乎城宮跡 112.0 124.0 144.0 162.0 176.0 所第の2形穴式は補，二助箇
7 京都・古殿遺跡 128.0 140.0 第2形式
8 大阪・大蔵司遺跡 測定不能
〔註〕1. 回転軸の中心より，もっとも近い穴から番号 (1,2, 3-)を付し．回転軸からの距離を測定した。
2. この数字以上のものが，紹に掛けられることになるので，この数字ほ最低限度の数字である。
3. 測定不能とほ，回転軸の中心を欠いているために，測れないものを指す。
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1 . 中村楊斎『訓蒙図彙』
〔寛文6(1666)年〕撥柑
2. 『女用訓蒙図彙』
〔貞享4(1687)年〕舞羽
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3. 大関増業『機織彙編』
〔文政13(1830)年〕絡梶．撥車
4. 寺島良安『和漢三才図絵』
〔正徳3(1713)年〕蝠車
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5. 寺島良安『和漢三才図絵』
〔正徳3(1713)年〕多多利
7. 成田重兵衛『蚕飼絹師大成』
〔文化10年序〕
6. 成田重兵衛『蚕飼絹飾大成』
〔文化10年序〕
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8. 成田重兵衛『蚤飼絹締大成』
〔文化10年序〕
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